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河本　知秀

副会長兼会計 １名 歯科 仲　秀典

監査 ２名 眼科 竹信　順子

延長保育職員

１名 １名 ３名

会長 １名 内科

　
　　小規模多機能施設『いろりの郷』との
共生施設で、可愛い笑顔を振りまいて
元気をプレゼントし、
「かわいいなぁ」と愛される喜びを
　　　　　　　　いただいています。

2017年度現在

所長 保育士 特別支援担当保育士

１名 ５名 ２名

保育充実職員 調理員

〒６８９－２２１２

鳥取県東伯郡北栄町下種３７３番地４

電話 （０８５８） ３７－２６２６

FAX       （０８５８） ３７－２２２４
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保護者会 園医

敷地面積 4，381.13 ㎡

建物面積 696.76 ㎡



　　

　  ◎　心身ともに健やかな子どもの育成

　

（授乳）

片付け・給食準備

年　齢

0歳児

11:00 給食（離乳食） 給食

クラス名

ひよこ

りす

うさぎ

1歳児

クラス名

ぱんだ

きりん

ぞう
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3歳児

4歳児
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時　間 1・2歳児 3歳以上児
7:30

0歳児

5歳児

早朝預かり

登所児受け入れ

視診・あいさつ

触診・検診 持ち物整理 持ち物整理

8:30

あそび あそび
自ら選ぶあそび
（雑巾がけなど）

9:30 おやつ（授乳） おやつ 朝の会

午前睡眠 お茶の時間

10:00 ふれあい遊び あそび 今日の活動

授乳 給食

はみがき はみがき・絵本

午睡

読み聞かせ

おやつ おやつ・降所支度

15:50 視診・触診・検温

18:00
長時間延長保育（順次降所）

お帰りの会 お帰りの会

午後睡眠 午睡 午睡準備・読み聞かせ

おやつ

16:15

～

19：30まで

15:00

12:30

降所

（相談の上、事前申請）

種 別 児童福祉施設

施設名 北栄町社会福祉協議会 栄保育所

所在地 鳥取県東伯郡北栄町下種３７３番地４

電 話 （０８５８）３７－２６２６

F A X       （０８５８）３７－２２２４

定 員 ３０名

概 要

沿 革

１９５４ （S２９．３） 栄村立栄保育所として設立・認可

１９５５ （S３０．６） 町村合併により

「大栄町立 西保育所」となる

１９７８ （S５３．３） 新築移転
「大栄町立 栄保育所」と改名

２００５ （H１７．１０） 町村合併により
「北栄町立 栄保育所」となる

２０１２ （H２４．３） 社会福祉法人

「北栄町社会福祉協議会 栄保育所」となる

２０１２ （H２４．８） 増改築

保育時間

☆ ８：３０ ～ １６：１５ （土曜日は １１：３０まで）

ただし、保護者の勤務等の都合により
長時間保育 朝 ７：３０から 夕 １８：００まで

※１８：００以降の延長保育については相談のうえ可能

土曜日の長時間保育 １２：３０まで
土曜日の午後保育 １８：００まで

日曜・祝日の保育（有料）については必要に応じて可能

（事前予約が必要）

〇 いきいきと遊ぶ子

〇 思いやりのある子

〇 最後まで取り組む子

保育方針

クラス編成

家庭との連携

・毎日の連絡ノート、ホワイトボード活用
・たよりの発行（保育所だより・クラスだより等）

・家庭訪問 ・保育参加日 ・写真展示

・個人懇談 ・クラス懇談会

入所式 （４月） 交流運動会 （９月）

家族遠足 （５月） 芋ほり （１０月）

らっきょう掘り （６月） クリスマス・発表会 （１２月）

プール遊び （７月） 交流伝承遊び （１月）

七夕お楽しみ会 （８月） 退所式・進級式 （３月）

※「いろりの郷」との交流 （随時） 誕生会 （誕生月）

※体験活動 （随時） 同日公開参観日 （２回/年）

◎ 心身ともに健やかな子どもの育成

・豊かな生活経験を通して、ひとりひとりの子どもの全面発

達を保障し、差別を許さず仲間を大切にしようとする子ども
の、基礎となる保育を目指す。

・高齢者さんとの共生や、家庭・地域の中で、自分が大切に
される喜びを感じたり、お互いにいたわり合う心の育ちを

保障する保育を目指す。

保育目標


